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４ 図１のような体積が 7536cm ３で，底面の中心がＰ，Ｑ，半径が 10cm の円柱があり

ます。この円柱を，3 点Ａ，Ｂ，Ｒを通るような面と，3 点Ｃ，Ｄ，Ｓを通るような

面で切断して，3 つの立体に分けます。3 つの立体のうち，最も体積が大きい立体を

□あ とします。

また，図２においてＥＨは底面の直径で，3 点Ａ，Ｂ，Ｒを通るような面で切断す

るときは，切り口が図２の斜線部分となるようにします。このとき，四角形ＥＦＧＨ
しや

は長方形となります。3 点Ｃ，Ｄ，Ｓを通るような面で切断するときも同様とします。

(1) この円柱の高さは何 cm ですか。

(2) 立体□あ の，切り口を除いた局面の面積は何 cm ２ですか。

(3) 立体□あ の体積は何 cm ３ですか。

(4) 底面が正三角形の三角柱と，この三角柱と底面の 1 辺の長さがすべて等しく，高

さも等しい六角柱があります。この 2 種類の立体を，いくつかすくまなく並べて新

たな立体を作りました。図３はその立体を真上から見た図です。

この立体の高さは 16cm で，体積は立体□あ と等しいです。

このとき，三角柱の底面積 cm ２は何ですか。
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(1) 体積が 7536cm ３で，底面積が 10 × 10 × 3.14 ＝ 314cm ２ なので，

高さは 7536 ÷ 314 ＝ 24cm です。

(2) 底面の円の円周の長さの半分は

10 × 2 × 3.14 × ＝ 31.4cm

なので，立体□ア 側面の展開図は

右図の斜線部分のようになる。

求める面積はこの斜線部分の面積

なので，

(6 ＋ 18)× 31.4 ÷ 2 × 2 ＝ 24 × 31.4 ＝ 75.36cm ２ です。

(3) 右図から，円柱から取り除く 2 つの立体の

体積の合計は底面の半径が 10cm，高さが

3 ＋ 9 ＝ 12cm の円柱の体積に等しい。

よって，残った立体□ア の体積は

10 × 10 × 3.14 × 24 － 10 × 10 × 3.14 × 12
＝(2400 － 1200)× 3.14
＝ 1200 × 3.14 ＝ 3768cm ３ です。

(4) この六角柱は高さが 16cm で，体積が 3768cm ３

なので，底面積は 3768 ÷ 16 ＝ 235.5cm ２ 。

よって，右図から，三角柱の底面積は

2355.5 ÷ 12 ＝ 19.625cm ２ です。
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